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(54)【発明の名称】 内視鏡検査管理システム

(57)【要約】
【課題】  医療情報に関連する保険点数の自動入力等
や、内視鏡検査レポートの作成の効率化が可能な内視鏡
検査管理システムを提供する。
【解決手段】  画像ファイル装置内に形成されたデータ
ベースには検査情報と保険コード等がリンクして登録さ
れ、画像ファイル装置を起動し、これに接続されたモニ
タに表示されるログイン画面１２にログインした後、検
査情報編集画面１６で検査情報を入力すると、その際、
患者の症状等の入力により、その検査情報にリンクした
保険コードも入力保存でき、内視鏡検査後のレポート作
成画面２０により内視鏡検査レポートを作成する場合
に、データベースに保存された情報により、自動等で保
険点数を入力したり、定型文の選択により容易に内視鏡
検査レポートの作成ができるようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡検査をする際の患者情報を入力す
る患者情報入力処理手段と、
予め複数の医療情報を登録したデータベースより、前記
患者情報に該当する医療情報を選択する医療情報選択処
理手段と、
前記医療情報選択処理手段の選択結果に基づき、選択さ
れた前記医療情報に予め関連付けられた保険コード情報
を選択し、前記患者情報入力処理手段で入力された患者
情報に関連付けて登録する保険コード登録処理手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡検査管理システム。
【請求項２】  前記医療情報選択処理手段の選択結果に
基づき、選択された前記医療情報に予め関連付けられた
テキストデータを選択し、前記保険コード登録処理手段
で登録された保険コード情報を付与して検査レポートデ
ータを作成するレポートデータ作成処理手段を備えたこ
とを特徴とする請求項１記載の内視鏡検査管理システ
ム。
【請求項３】  内視鏡検査をする際の患者情報を入力す
る患者情報入力ステップと、
予め登録された複数の医療情報より、前記患者情報に該
当する前記医療情報を選択する医療情報選択ステップ
と、
前記医療情報選択ステップの選択結果に基づき、選択さ
れた前記医療情報に予め関連付けられた保険コードを選
択し、前記患者情報入力ステップで入力された患者情報
に関連付けて登録する保険コード登録ステップと、
具備したことを特徴とする内視鏡検査管理方法。
【請求項４】  前記医療情報選択ステップの選択結果に
基づき、選択された前記医療情報に予め関連付けられた
テキストデータを選択し、前記保険コード登録ステップ
で登録された保険コード情報を付与して検査レポートデ
ータを作成するレポートデータ作成ステップを備えた請
求項３記載の内視鏡検査管理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡検査による医
療情報と保険コード情報とを関連付けて管理する内視鏡
検査管理システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】細長の挿入部を体腔内等の被検部位に挿
入して観察する内視鏡に撮像手段を備え、この撮像手段
で撮像した被検部位の画像つまり内視鏡画像をモニタに
表示する内視鏡装置が従来より利用されている。また近
年、内視鏡画像を記録する画像ファイル装置を内視鏡装
置に接続した内視鏡ファイリングシステムが広く利用さ
れている。
【０００３】内視鏡画像ファイリングシステムは、内視
鏡装置に備えつけられた内視鏡スイッチ、例えばレリー
ズスイッチを押すと、モニタに表示されている内視鏡画
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像の静止画像が画像ファイル装置に記録されるようにな
っている。
【０００４】また、内視鏡画像ファイリングシステム
は、内視鏡画像を記録するばかりでなく、記録した内視
鏡画像に関する医師等の所見、患者の年齢や性別といっ
た患者情報、内視鏡検査を行った開始時刻・終了時間
等、内視鏡検査に関わる様々な情報を記録できるように
なっている。
【０００５】上記の内視鏡検査に関わるさまざまな情報
の中には、記録した検査情報に伴って発生する保険点
数、そして検査レポート作成に使用される情報も含まれ
ている。レポートに使用される情報には症例、薬剤、診
断、生検に関する専門用語があるが、これらをユーザー
が自分で調べてレポートに入力するとなると時間がかか
ってしまう。よって効率化を図るため近年ではそれらの
情報をあらかじめ画像ファイル内に保存しておき、ユー
ザーがそれらを検索、選択して使用することができる。
さらにそれらの専門用語の組み合わせることにより、検
査レポートに頻繁に使われる予定の定型文を作成して、
レポートに入力できるようになっているシステムもあ
る。
【０００６】入力するデータの候補を自動的に挙げる技
術として、例えば特開平7-21205号公報に開示された技
術がある。また、各種医事データを関連付けて登録する
技術として、例えば特開平6-110947号公報に開示された
技術がある。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
技術では入力や検索などの作業を効率的に行う事はでき
ても、入力の際にデータの関連付けを行うのは使用者で
あった。したがって、一定のルールに従い関連付けられ
る情報でさえも見逃す恐れがあった。具体的に言えば、
画像ファイル装置に検査情報として入力される症例、薬
剤の種類などと保険点数との間には関連性があり、また
専門用語の組み合わせにより生成された定型文に関して
は、保険点数との関連性のみならず、定型文同士でも関
連性を持つことがある。
【０００８】従来の内視鏡画像ファイリングシステムで
はこれらに対する情報の関連性をデータとして持ってい
ない。よって例えば症例や薬剤、定型文を入力してもこ
れらに関連した情報は自動的に入力されず、その関連し
た情報はユーザーが自分で調べて入力する必要があり、
非効率であるという問題があった。
【０００９】（発明の目的）本発明は、上記事情に鑑み
てなされたものであり、ある検査の医療情報を入力した
とき、それに関連する保険点数や、定型文を自動的等で
円滑に入力でき、保険点数の計算、内視鏡レポートの作
成の効率化が可能な内視鏡検査管理システム及び内視鏡
検査管理方法を提供することを目的とする。
【００１０】
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【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡検査管理
システムは内視鏡検査をする際の患者情報を入力する患
者情報入力処理手段と、予め複数の医療情報を登録した
データベースより、前記患者情報に該当する医療情報を
選択する医療情報選択処理手段と、前記医療情報選択処
理手段の選択結果に基づき、選択された前記医療情報に
予め関連付けられた保険コード情報を選択し、前記患者
情報入力処理手段で入力された患者情報に関連付けて登
録する保険コード登録処理手段と、を具備した事によ
り、前記医療情報に保険コード情報を関連付けたデータ
ベースを構築でき、医療情報に関連する保険コード情報
の入力等を効率良く行うことができるようにしている。
また、前記医療情報選択処理手段の選択結果に基づき、
選択された前記医療情報に予め関連付けられたテキスト
データを選択し、前記保険コード登録処理手段で登録さ
れた保険コード情報を付与して検査レポートデータを作
成するレポートデータ作成処理手段を備えたことによ
り、検査レポートデータの作成が円滑かつ容易にできる
ようにしている。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図２６は本発明の１実
施の形態に関り、図１は（本発明の内視鏡検査管理シス
テムを形成する）内視鏡画像ファイリングシステムの構
成図、図２は図１の内視鏡システムの構成を示す構成
図、図３は図１の画像ファイル装置の構成を示す構成
図、図４は図３の画像ファイル装置により形成される画
面構成の概要を説明する説明図、図５は図３の画像ファ
イル装置の操作の全体の流れの一例を説明するフローチ
ャート、図６は画像ファイル装置による内視鏡検査予約
画面、図７、８は画像ファイル装置による内視鏡検査予
約の流れを説明するフローチャート、図９は上記内視鏡
検査予約において、患者の症状、前処置に使用した薬剤
にリンクした保険コードの編集画面、図１０は前述した
保険コードの保険点数入力画面、図１１は内視鏡画像フ
ァイリングシステムによる検査実行の流れを説明するフ
ローチャート、図１２はレポート作成に用いる定型文の
選択画面、図１３、１４は画像ファイル装置による内視
鏡検査レポート作成の流れを説明するフローチャートを
示す図、図１５は作成された内視鏡検査レポートを示す
図、図１６は症状ウィンドウの画面構成を示す図、図１
７は症状編集ウィンドウの画面構成を示す図、図１８は
保険コード選択画面の画面構成を示す図、図１９は薬剤
ウィンドウの画面構成を示す図、図２０は薬剤編集ウィ
ンドウの画面構成を示す図、図２１は定型文ウィンドウ
の画面構成を示す図、図２２は定型文編集画面の画面構
成を示す図、図２３はリンク定型文画面の画面構成を示
す図、図２４は保険コード画面の画面構成を示す図、図
２５は保険コード標準画面の画面構成を示す図、図２６
は保険コード割り当て画面の画面構成を示す図である。
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【００１２】図１に示すように、本発明の内視鏡検査管
理システムを構成する１実施の形態の内視鏡画像ファイ
リングシステム１は、内視鏡画像により検査を行う内視
鏡システム２と、この内視鏡システム２に接続され所望
の内視鏡画像を記録する画像ファイル装置３から主に構
成される。
【００１３】内視鏡システム２は、体腔内に挿入し被検
部位を撮像する内視鏡４と、内視鏡４からの撮像信号を
信号処理し内視鏡画像を生成するビデオプロセッサ５
と、内視鏡４に照明光を供給する光源装置６と、ビデオ
プロセッサ５により生成された内視鏡画像を表示するモ
ニタ７とから構成される。ビデオプロセッサ５にはデー
タを入力するキーボード８が接続される。画像ファイル
装置３には内視鏡画像及びデータを表示するためのモニ
タ９、データを入力するキーボード１０、及びマウス１
１が接続される。
【００１４】図２に示すように、内視鏡４は、体腔内等
に挿入し易いように可撓性で細長に形成された挿入部４
ａを有し、挿入部４ａの後端には操作部４ｂが形成さ
れ、この操作部４ｂからユニバーサルケーブル４ｃが延
出され、その端部のコネクタ４ｄは光源装置６に着脱自
在で接続される。
【００１５】内視鏡４内には照明光を伝送するライトガ
イド４ｅが挿通され、光源装置６から供給される照明光
を伝送し、挿入部４ａの先端の照明窓から伝送した照明
光を出射し、挿入部４ａが挿入される体腔内の患部等の
被検部位を照明する。
【００１６】照明された被検部位は照明窓に隣接して形
成された観察窓（撮像窓）に取り付けた対物レンズ４ｆ
によりその結像位置に配置された例えば固体撮像素子で
あるＣＣＤなどで構成された撮像装置４ｇにその光学像
が結像され、光電変換され、撮像装置４ｇに接続された
信号線により、ビデオプロセッサ５に入力される。ま
た、内視鏡４は手元側に画像を記録する指示を入力する
ためのレリーズスイッチ４ｈを有する。
【００１７】光源装置６内には、照明光を発光するため
のランプ等の発光デバイス６ａが配設されている。発光
デバイス６ａで発光された照明光は、集光光学系６ｂに
より集光され、ライトガイド６ｂに入射するようになっ
ている。集光光学系６ｂの光路の途中には、モータ６ｃ
で回転する赤色・緑色・青色（図中ではＲ・Ｇ・Ｂと記
している）の３つの光学フィルタ６ｄが取り付けられた
回転板が配置されており、被検部位を照明する照明光の
色を時分割で切り替えるようになっている。撮像装置４
ｇで撮像された被検部位の画像信号は、ビデオプロセッ
サ５内の画像処理部５ａに入力され、例えば色強調処理
などの画像処理が施されて、画像メモリ５ｂに次々一時
記憶される。
【００１８】画像メモリ５ｂに記憶された画像データは
Ｄ／Ａ変換部５ｃに入力されてＤ／Ａ変換され、Ｄ／Ａ
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変換部５ｃはＲＧＢ方式の画像信号を出力する。画像処
理部５ａ、画像メモリ５ｂ等はビデオプロセッサ５内の
各部を制御する制御手段であるコントローラ５ｄにより
制御されて動作している。
【００１９】Ｄ／Ａ変換部５ｃから出力された画像信号
は、後述するキャラクタジェネレータ５ｅから出力され
た画像信号と合成回路５ｆで合成され、合成回路５ｆか
ら出力されたＲＧＢ方式の画像信号はモニタ７に入力さ
れ、モニタ７に被検部位の画像が表示されるようになっ
ている。この時、モニタ７に供給する同期信号（図中で
はSＴＮＣと記している）は、コントローラ５ｄに制御
される同期信号発生部５ｇが発生する。
【００２０】コントローラ５ｄからは、文字情報がキャ
ラクタジェネレータ５ｅに入力され、キャラクタジェネ
レータ５ｅは、入力された文字情報を画像信号に変換し
て出力するようになっている。つまり、モニタ７の画面
には、被検部位の画像に文字情報を合成して表示できる
ようになっており、内視鏡システム２の使用者に各種メ
ッセージを伝える事ができるようになっている。合成回
路５ｆから出力された画像信号は、モニタ７に出力され
るばかりでなく、画像ファイル装置３にも出力できるよ
うに、スイッチ５ｊを介して画像ファイル装置３に出力
されるようになっている。
【００２１】また、コントローラ５ｄは、例えば公知の
ＲＳ-２３２Ｃ方式の通信インターフェース（図２では
通信Ｉ／Ｆ）５ｈを介して、画像ファイル装置３と情報
の送受を出来るようになっている。さらにコントローラ
５ｄはレリーズスイッチ４ｈと電気的に接続され、レリ
ーズスイッチ４ｈの操作状態を検出することができるよ
うになっている。また、コントローラ５ｄにはキーボー
ドインターフェース５ｉを介してキーボード８からの入
力を検出する。
【００２２】図３に示すように画像ファイル装置３は、
各部を制御する主制御部であるＣＰＵ３ａ、このＣＰＵ
３ａを動作させるプログラム等が格納されたＲＯＭ３
ｂ、ＣＰＵ３ａの作業領域や各種データの一時記憶領域
として使用するＲＡＭ３ｃ、モニタ９へ出力する画像デ
ータを一時記憶するＶＲＡＭ３ｄ、画像データや各種デ
ータを保存するためのハードディスク３ｅ、ハードディ
スク３ｅにデータの読み書きを行うハードディスクコン
トローラ３ｆ、マウス１１からの入力を検出するマウス
インターフェース３ｇ、キーボード１０からの入力を検
出するキーボードインターフェース３ｈ、ビデオプロセ
ッサ５と各種データを送受するための例えば公知のＲＳ
-２３２Ｃ方式の通信インターフェース３ｉ、ビデオプ
ロセッサ５から出力された画像信号を入力するインター
フェース回路であるビデオ回路３ｊ、ビデオ回路３ｊで
入力した画像信号をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換部３ｋ、
Ａ／Ｄ変換部３ｋから出力された画像データを一時記憶
する画像メモリ３ｌから構成されている。
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【００２３】これらにより、画像ファイル装置３は、内
視鏡システム２のビデオプロセッサ５を介して得た画像
データをモニタ９に表示したり、ハードディスク３ｅに
記録すること等ができるようになっている。また、レリ
ーズスイッチ４ｈの状態を得て、ＣＰＵ３ａで処理を振
り分ける事などもでき、例えば画像を記録することがで
きる。
【００２４】また、ハードディスク３ｅには、内視鏡検
査の医療情報（検査情報）に関連付けて保険コードの情
報を登録したデータベース２４を構築できるようになっ
ている。そして、内視鏡検査レポートを作成する場合、
患者情報をキーボード１０等から選択或いは入力して、
その患者の場合に該当する症状や投与薬剤等の医療情報
を選択等で入力することにより、その医療情報に関連付
けられた保険コードの情報を自動等で円滑に入力した
り、選択入力等ができるようにしている。また、このデ
ータベース２４には、内視鏡検査レポートを作成するた
めの定型文等のテキストデータも保険コードに予め関連
付けて登録できるようにしてあり、内視鏡検査レポート
を円滑かつ容易に作成できるようにしている。
【００２５】また、画像ファイル装置３は、モニタ９に
表示される各種画面に従って、操作者がキーボード１０
やマウス１１から画面における患者データや医療情報、
保険コードの選択等の指示を入力し、入力されたデータ
や指示に従ってＣＰＵ３ａが各部を制御し、対応する処
理を実行するようになっている。つまり、画像ファイル
装置３は、モニタ９に表示される画面の流れに従って各
種処理を実行する様になっている。
【００２６】図４を使用して画像ファイル装置３により
形成される各画面構成の概要を説明する。先ず、画像フ
ァイル装置３を起動すると、モニタ９に操作者を認証す
るためのログイン画面１２が表示される。ログイン画面
１２で操作者が認証されると、モニタ９に検査スケジュ
ールの一覧等を表示するスケジュール一覧画面１３が表
示される。なお、図４では簡単化のため、画面の表記を
省略している。
【００２７】スケジュール一覧画面１３からは、患者情
報の一覧を表示する患者一覧画面１４を呼び出すことが
できるようになっている。この患者一覧画面１４から
は、患者情報を新規に登録したり、すでに登録されてい
る患者情報を編集するための患者情報編集画面１５を呼
び出すことができるようになっている。
【００２８】また、スケジュール一覧画面１３からは、
検査情報を新規に登録して検査予約したり、すでに登録
されている検査情報を編集するための検査情報編集画面
１６を呼び出すことができるようになっている。この検
査情報編集画面１６において、入力された患者の症状、
投与薬剤に対する保険コード情報を得ることができ、医
事会計情報編集画面１７に反映されるようになってい
る。
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7
【００２９】また、スケジュール一覧画面１３からは、
内視鏡システム２と接続して検査を実行し、内視鏡シス
テム２から画像を取り込んだりするための検査実行画面
１８を呼び出すことができるようになっている。また、
スケジュール一覧画面１３からは、取り込んだ画像の
内、作成する検査レポートで画像を選択したりするため
の画像選択画面１９を呼び出すことができるようになっ
ている。
【００３０】また、スケジュール一覧画面１３からは、
検査レポートを作成するための画面の１つであるレポー
ト作成画面２０を呼び出すことができるようになってい
る。このレポート作成画面２０において、選択されたレ
ポート作成用定型文に対する保険コードを得ることがで
き、医事会計情報編集画面１７に反映されるようになっ
ている。また、レポート作成画面２０からは、異なる機
能を有するレポート作成画面２１、２２へ遷移すること
ができるようになっている。
【００３１】次にこのように構成された本実施の形態の
作用について説明する。図５を使用して、画像ファイル
装置３の操作全体の流れの一例を説明する。先ず、画像
ファイル装置３を起動すると、ステップＳ１でログイン
画面１２が表示され、ここで操作者の認証を行う。認証
後にログインすると、ステップＳ２でスケジュール一覧
画面１３が表示され、検査スケジュールを確認する。
【００３２】次に、（内視鏡）検査対象の患者が新規の
患者である場合、ステップＳ３で患者一覧画面１４及び
患者情報編集画面１５を呼び出して、患者情報を登録す
る。そして、ステップＳ４で検査情報編集画面１６を呼
び出し、新規の検査予約（検査情報）を入力する。この
とき、検査情報として入力された患者の症状、投与薬剤
に対する保険コードを得ることができ、医事会計情報編
集画面１７で確認・編集することができる。
【００３３】次に、ステップＳ５で検査実行画面１８を
呼び出し、画像ファイル装置３に接続された内視鏡シス
テム２で検査を実行し、内視鏡システム２で得た内視鏡
画像を画像ファイル装置３に記録する。
【００３４】検査終了後、ステップＳ６で、画像選択画
面１９を呼び出し、検査実行で得た画像の内、作成する
検査レポートで使用する画像を選択し、ステップＳ７で
レポート作成画面２０、２１、２２を呼び出し、検査レ
ポートを作成する。レポート作成画面２０においては、
入力されたレポート作成用定型文に対する保険コードを
得ることができ、医事会計情報編集画面１７で確認及び
編集することができる。以上が、操作全体の流れの一例
である。
【００３５】以下より、操作全体の中から個々の機能の
作用を説明する。ここで、後述する検査情報、内視鏡検
査画像、保険コード、検査レポートは一つの検査におい
て、関連付けられてデータベース２４に登録される。ま
た保険コードとは、症例、投与薬剤にかかる保険負担金

8
の尺度となる値をコード化したものであり、具体的には
保険点数に該当する。
【００３６】まず、検査予約の作用を説明する。図６に
示すように検査情報編集画面１６には、下部消化管、十
二指腸などの検査種別を入力する検査種別フィールド１
６ｃ、検査室を入力する検査室フィールド１６ｄ、検査
日時を入力する検査日時フィールド１６ｅ、患者氏名を
入力する患者氏名フィールド１６ｆ、検査を担当する医
師、助手、看護婦を入力するスタッフフィールド１６ｇ
がある。
【００３７】この他にも検査に使用する内視鏡（スコー
プ）を入力する内視鏡フィールド１６ｈ、検査を行う病
院・施設を紹介した人物に関する情報を入力する人物情
報フィールド１６ｉ、内視鏡検査前の診断で判明した症
状を入力する症状フィールド１６ｊ、検査前の処置に使
用した投与薬剤を入力する投与薬剤フィールド１６ｋが
用意されている。
【００３８】なお、これらすべての項目はキーボード１
０からの入力に加えて、入力フィールド右にある上下ボ
タンにて、画像ファイル装置３のハードディスク３ｅ内
に構築されたデータベース２４からデータを引き出して
選択入力することができる。また、ボタン１６ａは医事
会計情報編集画面１７に移動するためのボタンであり、
ボタン１６ｂは管理画面に移動するためのボタンであ
る。
【００３９】ここで図７および図８に示すフローチャー
トを用いて検査情報編集画面１６における検査予約の作
用について説明する。まず、図７のステップＳ１１に
て、検査種別フィールド１６ｃ、検査室フィールド１６
ｄ、検査日時フィールド１６ｅにそれぞれ、検査種別、
検査室、検査日時を入力する。次にステップＳ１２に
て、患者氏名フィールド１６ｆに患者氏名を入力する。
【００４０】次にステップＳ１３にてスタッフフィール
ド１６ｇに検査を担当するスタッフを、内視鏡フィール
ド１６ｈに検査に使用する内視鏡を、人物情報フィール
ド１６ｉに検査を行う施設を紹介した人の氏名などの検
査付帯情報を入力する。次にステップＳ１４にて、症状
フィールド１６ｊに後述の方法で登録した症状を選択し
て入力する。ここで、ステップＳ１５において入力した
症状が画像ファイル装置３のハードディスク３ｅ内に構
築されているデータベース２４に保存されている保険コ
ードにリンクされているか判断する。
【００４１】そして、リンクされているならばステップ
Ｓ１６にてその保険コードが自動的に該当する検査の保
険コードの情報としてデータベース２４に登録される。
リンクされた保険コードがない場合は、ステップＳ１７
に進む。ステップＳ１７において、ユーザーが続けて症
状を入力する場合は、図８に示すステップＳ３１に進
み、入力しない場合は、ステップＳ１８にて前処置用に
投与する薬剤を入力する。
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【００４２】図８に示すステップＳ３１において、ステ
ップＳ１４と同様の作用によりさらに症状又は投与薬剤
を入力する。次のステップＳ３２にて、入力した症状又
は投与薬剤が画像ファイル装置３のハードディスク３ｅ
内に構築されているデータベース２４に保存されている
保険コードにリンクされているか判断し、リンクされて
いる保険コードがあるならばステップＳ３３へ進む。
【００４３】ステップＳ３２の判断において、リンクさ
れている保険コードがないならば、図７のステップＳ１
７に戻る。ステップＳ３３では、リンクされた保険コー
ドと同じ保険コードがすでに該当する検査の情報として
データベース２４に登録（入力）されているかどうかを
判断し、登録済みであればステップＳ３５に進む。登録
されていないのであれば、ステップＳ３４にてそのまま
そのリンクされた保険コード（具体的には保険点数）を
該当する検査の情報として登録して、ステップＳ１７に
戻る。
【００４４】ステップＳ３５において、保険コードの加
算方法を判断する。この加算方法は、(１)その保険コー
ドの保険点数を自動的に加算する、(２)その保険コード
の保険点数を自由に入力するウィンドウを表示する、
(３)加算しない、の３通りから後述の作用により選択す
る。
【００４５】自動的に加算するように設定されている場
合は、ステップＳ３６にて自動的に保険点数が加算さ
れ、ステップＳ１７に戻る。自動的に加算するように設
定されていない場合は、ステップＳ３７において、その
保険コードの保険点数の入力画面を表示するようになっ
ているかどうかを判断する。
【００４６】保険点数の入力画面を表示するように設定
されているならば、ステップＳ３９にて図１０に示すよ
うな画面を表示し、ステップＳ４０に進む。保険点数の
入力画面を表示するように設定されていない場合は、ス
テップＳ３８に示すように保険点数を変更しないで、ス
テップＳ１７に戻る。
【００４７】図１０に示すように保険点数の入力画面に
は３つの選択肢があり、上から順に、「現在の保険点数
のままで変更なし」、「新しい保険点数入力」、「保険
点数加算」である。ステップＳ４０にて「保険点数加
算」が選択されているかどうか判断し、選択されている
ならば、ステップＳ３６同様、ステップＳ４１にて保険
点数を単純に加算してステップＳ１７に戻る。
【００４８】「保険点数加算」が選択されていない場合
は、ステップＳ４２に進む。ステップＳ４２にて、「新
しい保険点数入力」が選択されているかどうかを判断
し、選択されているならば、ステップＳ４３にて保険点
数を入力してステップＳ１７に戻る。
【００４９】ここでいう新しい保険点数入力とはこれま
で入力されているある保険コードの保険点数が例えば３
で、追加入力した症状にリンクしている保険コードが同
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じでその保険点数が例えば１であった場合、３＋１＝４
で単純に加算することができないような事情があるとき
に４とは違う値を入力することである。「新しい保険点
数入力」が選択されていないならば、ステップＳ４４に
て「現在の保険点数のままで変更なし」に進む。この保
険コード、保険点数に関するデータは検査予約情報とと
もに画像ファイル装置３のハードディスク３ｅ内のデー
タベース２４に保存される。
【００５０】このようにして入力された保険コードは図
９に示す医事会計情報編集画面１７で確認でき、必要に
応じて編集することができる。図９はステップＳ３４に
てリンクされた保険コードが入力された状態の画面を表
している。まず患者情報１７ａのエリアには、検査予約
の対象となっている患者の検査種別、検査日、氏名、生
年月日が表示される。ユーザーが後述の方法で定義した
標準のリスト１７ｂには、画像ファイル装置３の保険コ
ード標準が表示される。ここでいう保険コードの標準と
は検査情報の分類ごとにまとめた保険コード群である。
【００５１】標準は後述の方法により管理者により登録
されるものであり、ハードディスク３ｅ内に構築されて
いるデータベース２４に保存されている。割り当てボタ
ン１７ｃを押すことで、リスト１７ｂにて選択した保険
コード標準を使用可能にする。リスト１７ｂ左端列の×
印は、その保険コード標準が該当する検査に割り当てら
れていることを示す。
【００５２】割り当てられている保険コード標準をリス
ト１７ｂ上で選択し、削除ボタン１７ｄを押せば、その
割り当てを解除できる。割り当てボタン１７ｃで保険コ
ード標準を割り当てることにより、使用可能保険コード
のリスト１７ｅ上に割り当てられて使用可能となった保
険コードとその説明が表示される。
【００５３】前述の通り、ステップＳ３４にてすでにリ
ンクされた保険コードが入力されているので選択済コー
ドリスト１７ｆには、保険コードとその説明、さらにコ
ードごとの保険点数が表示されている。ここで、追加ボ
タン１７ｇを押すことでリスト１７ｅ上の保険コードを
選択してリスト１７ｆに入力することができる。
【００５４】選択された保険コードを削除するときは削
除ボタン１７ｈを押す。また、上下ボタン１７ｉを押す
ことで、選択済みの保険コードの保険点数を変更するこ
ともできる。印刷ボタン１７ｊを押せば、その検査で入
力された保険コード、保険点数、説明などの保険コード
に関する情報が印刷される。以上が医事会計情報編集画
面１７に関する説明である。
【００５５】これまでは症状追加入力後、その追加入力
された症状の保険コードが追加入力前にすでに入力され
ていた症状の保険コードと同じ場合の保険点数加算に関
する動作を説明してきたが、誤って追加した症状を削除
した場合の作用も、図７及び図８に示すフローチャート
の作用と同様である。すなわち、同じ保険コードの保険
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点数の減算は、加算のフローと同じようにして、単純に
減算、新しい値を入力、減算しないという操作を行うこ
とができる。
【００５６】図７に戻り、ステップＳ１８において、前
処置用に投与する薬剤を入力する。次のステップＳ１９
にて、その入力した投与薬剤に対して保険コードがリン
クされているかどうかを判断し、リンクされている保険
コードがある場合はステップＳ２０にて、そのままその
リンクされた保険コード情報が該当の検査の情報として
データベース２４に登録される。
【００５７】リンクされている保険コードがない場合
は、ステップＳ２１に進む。ステップＳ２１にて、ユー
ザーが続けて投与薬剤を入力する場合は、図８に示すス
テップＳ３１に進み、入力しない場合は、検査予約を終
了する。ステップＳ３１以降の動作は症状追加入力時の
説明の通りである。
【００５８】検査予約を終了すると、図５に示すように
ステップＳ５の検査実行へ移る。図１１はその検査実行
のフローチャートである。ステップＳ５１では、まず検
査に使用する内視鏡が２本登録されているかどうかを判
断し、２本登録されているならば、ステップＳ５２にて
使用中の内視鏡を１本選択する。
【００５９】この内視鏡２本は前述した検査予約画面１
６にて、入力されるものである。２本登録されていない
ならば、ステップＳ５３に進む。ステップＳ５３では、
使用する画像ソースの種類、具体的にはビデオプロセッ
サ５を選択して、ステップＳ５４に進む。ステップＳ５
４にて、その選択した画像ソース（具体的にはビデオプ
ロセッサ５）の詳細設定を行う。
【００６０】ここでは内視鏡画像のクロップエリアの設
定、通信ポートの選択、内視鏡画像キャプチャ用ボード
(図３のビデオ回路３ｊ、Ａ／Ｄ変換部３ｋで構成され
る)の選択、取得した内視鏡画像の圧縮率の選択を行
う。画像ソースの設定が完了したら、ステップＳ５５に
てキーボード８の図示しない検査実行ボタンを押すこと
で、開始命令信号が通信インタフェース３ｉ、５ｈを経
由して画像ファイル装置３に送られて検査を開始する。
【００６１】検査の対象となる患者の氏名、生年月日、
年齢、性別は、検査を開始した時点で、ステップＳ４の
検査情報入力にて登録されたデータが通信インタフェー
ス３ｉを経由してビデオプロセッサ５に送られるので、
ビデオプロセッサ５のキーボード８で入力することな
く、ビデオプロセッサ５に接続されているモニタ７に表
示される。
【００６２】ステップＳ５６にて、内視鏡４のレリーズ
ボタン４ｈを押すことにより、レリーズ信号が画像ファ
イル装置３に送られて、ステップＳ５４にて設定したク
ロップエリアで内視鏡画像を取得する。この内視鏡画像
は、すぐさま図３のビデオ回路３ｊ、Ａ／Ｄ変換部３ｋ
にてＡ／Ｄ変換されて、検査情報と関連付けられてハー
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ドディスク３ｅ内のデータベース２４に保存される。ス
テップＳ５７でキーボード８の図示しない検査終了ボタ
ンを押すことなくユーザーが続けて内視鏡画像を取得す
る場合は、ステップＳ５６に戻る。続けて内視鏡画像を
取得しない場合は、キーボード８の図示しない検査終了
ボタンを押して検査を終了する。
【００６３】ステップＳ６の画像選択にて、内視鏡検査
レポートに添付する画像を選択し、生検部位表示図を作
成した後、内視鏡検査レポートの作成をレポート作成画
面２０（又は２１又は２２）で行う。レポート作成画面
２０の具体例を図１２、レポート作成のフローチャート
を図１３、１４に示す。
【００６４】図１２に示すように、レポート作成画面２
０には、レポート作成画面を開くためのレポートボタン
２０ａ、検査の種類に対応して使用可能となる使用可能
定型定型文名リスト２０ｂ、レポートに使用するために
使用可能定型文名リスト２０ｂにて選択した定型文が入
力されている選択済定型文リスト２０ｃ、上記のように
定型文を選択し、このリスト２０ｃへその定型文を追加
するリストに追加ボタン２０ｄ、選択済定型文を編集す
る編集ボタン２０ｅ、選択済定型文を削除する削除ボタ
ン２０ｆ、リスト２０ｃに定型文以外の内容を入力する
非定型文入力ボタン２０ｇがある。検査の種類に応じて
表示される使用可能定型文名は後述の方法で管理者によ
り登録されるものである。
【００６５】この内視鏡画像ファイリングシステム１に
おける定型文とは、内視鏡検査の後に得られた所見、診
断結果などを予め組み込んだ雛形文のことである。レポ
ートを作成するときに、この定型文を使ってレポート作
成を行うことができる。また上記ボタンの他にも、レポ
ートのコピーの送付先を指定するＣＣ（カーボンコピ
ー）ボタン２０ｈ、レポートの形式を選択するレポート
のテンプレートコンボボックス２０ｉ、レポートに使用
する医学標準用語（医学専門用語）を選択する医学標準
用語ボタン２０ｊ、実際のレポート出力形式を確認しな
がら、レポートの細かい調整、画像貼り付け位置の調整
などを行うレポート編集ボタン２０ｋ、これまで作成し
てきたレポートの内容に対する追加、修正を全て取り消
す全てリセットボタン２０ｌがある。
【００６６】次に、図１３および図１４に示すフローチ
ャートを用いてレポート作成の作用を説明する。まず、
ステップＳ６１にて図１２のレポートボタン２０ａを押
すと、図１２に示すように、対象となる検査の種類に対
応した定型文名がリスト２０ｂに表示される。ステップ
Ｓ６２にて、リストに追加ボタン２０ｄを押して、リス
ト２０ｂにある定型文名からレポートに使用する定型文
名を選択する。
【００６７】選択された定型文はリスト２０ｃに入力さ
れてステップＳ６３に進む。ここで、ステップＳ６２で
選択された定型文名が保険コードにリンクしている場
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合、ステップＳ６４にて該当する保険コードが自動的に
入力され、ステップＳ６５へ進む。リンクされた保険コ
ードがない場合はそのままステップＳ６５に進む。
【００６８】ステップＳ６５において、ステップＳ６２
で選択された定型文名が他の定型文名にリンクしている
かを判断し、リンクしている場合は、ステップＳ６６に
進み、そのリンクされた定型文もあわせて右側のリスト
２０ｃに自動的に入力されてステップＳ６７に進む。
【００６９】リンクされた定型文がない場合はステップ
Ｓ６９に進む。このリンクは後述の方法により、管理画
面にて設定される。ステップＳ６２で選択された定型文
は例えば診断結果に関するものであり、リンクされた定
型文はその結果に対する対応を示すものである。左側の
リスト２０ｂにおいて、定型文名の左側に表示される"
×"印は、レポートに使用する定型文として選択されて
いることを示し(すなわち右側のリスト２０ｃに入力さ
れている)、また右側の">>"印は他の定型文とリンクし
ていることを示す。
【００７０】次にステップＳ６７にて、入力された定型
文に保険コードがリンクしているかの判断を行い、リン
クしている場合は、ステップＳ６８にてその保険コード
が該当する検査の情報としてデータベース２４に登録さ
れ、ステップＳ６９に進む。リンクされた保険コードが
ない場合は、ステップＳ６９に進む。
【００７１】次にステップＳ６９にてユーザーが続けて
定型文を選択するかの判断を行い、選択する場合は、図
１４のステップＳ８１へ進み、選択しない場合は、ステ
ップＳ７０に進む。ステップＳ８１で定型文を選択した
後、ステップＳ８２にて選択した定型文が他の定型文に
リンクしているかどうかを判断する。
【００７２】リンクしている定型文がある場合はステッ
プＳ８４へ進み、リンクしている定型文がない場合はＳ
８３へ進む。Ｓ８３においては、図８のステップＳ３２
以降に示したフローと同じ処理方法で保険コードを処理
する。ここで、一度選択された定型文は編集ボタン２０
ｅで編集することが可能であり、削除(選択解除)ボタン
２０ｆで選択解除することも可能である。さらに、非定
型文入力ボタン２０ｇにて、定型文だけでは情報が不足
する場合に、ユーザーが自由にレポート作成画面２０に
て任意の文章を入力することができる。
【００７３】ステップＳ８４では、リンクされた定型文
が自動的に入力（選択）され、次のステップＳ８５に進
む。ステップＳ８５にて、ステップＳ８１、Ｓ８４で選
択された定型文のどれかが保険コードにリンクしている
かの判断が行われ、（ステップＳ８１、Ｓ８４で）選択
された定型文のどれかが保険コードにリンクしている場
合、ステップＳ８６へ進み、どれもリンクしていない場
合は、図１３のステップＳ７０へ進む。
【００７４】ステップＳ８６（図８のステップＳ３３以
降）においては、保険コードにリンクしている定型文の
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み保険コード情報の処理を行う。その処理の作用は図８
で示すフローチャートで説明した作用と同様の方法であ
る。そして、図１３のステップＳ７０に進み、医学標準
用語ボタン２０ｊを押して、レポートに使用する医学用
語を使用したテキスト編集画面（レポート作成画面２
１）に移動し、医学用語をいくつか選択等して入力し、
レポートの所見や診断結果などに用いるテキストを作成
する。ここで、本システムにおける医学用語とは主に生
検、診断、前処置、症例の専門用語からなるものであ
る。医学用語はハードディスク３ｅ内に構築されている
データベース２４に保存されている。
【００７５】そして、次のステップＳ７１に進み、レポ
ートのテンプレートコンボボックス２０ｉにてレポート
の形式を選択して、さらにレポート編集ボタン２０ｋを
押してレポート作成画面２２へ移動する。このレポート
のテンプレートは後述の管理画面で作成することができ
る。レポート作成画面２２にて、レポートのレイアウト
の細かい調整、テキストの入力、画像の貼り付けなどが
適宜行われる。この段階でレポートが完成する。
【００７６】次にステップＳ７２にて、使用者は作成し
たレポートのコピーを作って送る必要がある病院、施
設、人物が存在するかどうかを判断し、存在する場合は
ステップＳ７３にて、ＣＣ（カーボンコピー）ボタン２
０ｈを押して、コピーを送付する病院、施設、人物を選
択する。
【００７７】これらのデータもまた後述の管理画面で設
定することができる。カーボンコピーボタン２０ｈ上に
は選択した病院、施設、人物の合計数が表示される。例
えば、その数が６であれば、"カーボンコピー(６)"とボ
タン上に表示される。コピーを送付する病院、施設、人
物が存在しない場合はそのままレポート作成作業を終了
する。
【００７８】なお、一度作成したレポートの内容に更に
追加または修正を加えているときに、Ｓ６１からＳ７３
のいずれのステップにおいても、全てリセットボタン２
０ｌを押すと、その追加・修正がキャンセルされてもと
に戻る。
【００７９】図１５は本実施の形態の作用によって得ら
れた内視鏡検査レポートであり、診断結果３１ｃと所見
３１ｄは関連付けられて出力され、症状３１ａ、薬剤３
１ｂ、診断結果３１ｃ、所見３１ｄに関連付けられた保
険コードの編集によって得られた保険点数３１ｅも出力
される。また、検査レポートに使用された内視鏡画像３
１ｆも添付される。
【００８０】次に、管理画面での作用を説明する。図４
に示す画面構成とは別に、検査の流れから独立した管理
画面がある。ここでは検査に関する一連の操作で必要な
情報の設定を行う。
【００８１】管理画面では、例えば、氏名やＩＤなどの
患者に関する情報、検査種別、内視鏡、検査室などの検
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査に関する情報、医者、検査者、看護婦などの施設に関
する情報の登録・編集・削除が行える。また、検査情報
などに入力する情報のうち必須入力項目の設定や、検査
レポートのテンプレートの編集なども行える。
【００８２】検査レポートのテンプレートは、登録され
た検査種別それぞれについて適したフォーマットを複数
種類用意することができる。テンプレートにはヘッダや
フッタなど固有の情報の他に、画像選択画面１９で選択
した画像を、レポート上の任意に指定した場所に自動的
に張り付けるよう設定することができる。また検査情報
編集画面１６やレポート作成画面２０で入力した情報
を、画像と同様にレポート上の任意に指定した場所に自
動的に張り付けるよう設定することができる。この情報
にはレポート作成時に入力したカーボンコピーを送付す
る病院・施設、人物などの情報も含まれる。
【００８３】尚、この管理画面で作業をするには、図５
に示すステップＳ１のログイン画面１２で管理者として
ログインする必要がある。まず、図１６～１８を用いて
症状を登録する作用を説明する。なお、図１６は症状ウ
ィンドウ４０の画面構成を示し、図１７は症状編集ウィ
ンドウ５０の画面構成を示し、図１８は保険コード選択
画面６０の画面構成を示す。
【００８４】症状を登録する場合、管理画面で図１６に
示す症状ウィンドウ４０を開く。このウィンドウ４０に
はすでに登録されている症状が表示される。これらの症
状は関連する特定の検査タイプがある場合、その検査タ
イプも表示される。このウィンドウ４０にはさらに、新
しい症状を登録するための「追加」ボタン４１、すでに
登録されている症状の編集を行う「編集」ボタン４２、
登録されている症状を削除する「削除」ボタン４３、症
状ウィンドウ４０を閉じるための「閉じる」ボタン４４
が配置されている。
【００８５】新しい症状を登録する場合、「追加」ボタ
ン４１を押すと図１７に示す症状編集ウィンドウ５０が
開く。この症状編集ウィンドウ５０には症状を入力する
ための症状フィールド５１、該症状が適用される検査タ
イプ、例えば上部消化管検査や下部消化管検査などの登
録されている検査タイプ、を入力する検査タイプフィー
ルド５２、該症状に関連付ける保険コードを入力するた
めの保険コードフィールド５３が用意されている。
【００８６】保険コードフィールド５３には関連付ける
保険コードを入力する「リンク追加」ボタン５４、関連
付けられている保険コードを削除する「リンク削除」ボ
タン５５が用意されている。症状編集ウィンドウ５０に
はさらに入力した内容を保存せずに元に戻すための「や
り直し」ボタン５６、入力した内容を保存して症状編集
ウィンドウ５０を閉じる「ＯK」ボタン５７、入力した
内容を保存せずに症状編集ウィンドウ５０を閉じる「キ
ャンセル」ボタン５８が用意されている。
【００８７】ここで新しい症状を登録する場合、症状フ
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ィールド５１に症状を入力し、その症状が特定の検査タ
イプにのみ見られるものの場合、その検査タイプを検査
タイプフィールド５２に入力する。登録した症状にリン
クされる保険コードがある場合、保険コードフィールド
５３の「リンク追加」ボタン５４を押すと図１８に示す
保険コード選択画面６０が開く。
【００８８】ここでは後述の方法により登録された保険
コードが表示される。さらに保険コード選択画面６０に
は「ＯK」ボタン６１、「キャンセル」ボタン６２が用
意されている。
【００８９】この時、症状編集ウィンドウ５０の検査タ
イプフィールド５２に検査タイプが選択されている場
合、この検査タイプに対して登録された保険コードが自
動的に選択されて表示される。ここで保険コードを選択
し「ＯK」ボタン６１を押すと、選択された保険コード
が選択された症状にリンクされて、ハードディスク３ｅ
上のデータベース２４に登録され、保険コード選択画面
６０が閉じる。「ＯK」ボタン６１を押さないで、「キ
ャンセル」ボタン６２を押すと、保険コードはリンクさ
れず、データベース２４は更新されずに保険コードウィ
ンドウ６０が閉じる。
【００９０】図１７に戻り、「ＯK」ボタン５７を押す
と症状編集ウィンドウ５０で入力した内容をハードディ
スク３ｅ上のデータベース２４に登録し、症状ウィンド
ウ４０に戻る。「キャンセル」ボタン５８を押すとデー
タベース２４上の情報は変更されずに症状ウィンドウ４
０に戻る。「やり直し」ボタン５６を押すと症状編集ウ
ィンドウ５０を開いた時の状態に戻り、内容の変更が可
能になる。
【００９１】登録されている症状を編集する場合、症状
ウィンドウ４０に表示された症状から該当する症状を選
択し、「編集」ボタン４２をクリックすると、症状編集
ウィンドウ５０と同様のウィンドウが開く。ここで症状
フィールド５１、検査タイプフィールド５２、及び保険
コードフィールド５３の内容を適宜変更する。「ＯK」
ボタン５７、「キャンセル」ボタン５８、「やり直し」
ボタン５６の作用は新しい症状を登録する場合の作用と
同様である。
【００９２】登録されている症状を削除する場合、症状
ウィンドウ４０に表示された症状から該当する症状を選
択し、「削除」ボタン４３をクリックすると選択された
症状がハードディスク３ｅ上のデータベース２４から削
除される。
【００９３】次に図１９、２０、及び上述の図１８を用
いて薬剤を登録する作用について説明する。なお、図１
９は薬剤ウィンドウ７０の画面構成を示し、図２０は薬
剤編集ウィンドウ８０の画面構成を示す。薬剤を登録す
る場合、管理画面で図１９に示す薬剤ウィンドウ７０を
開く。このウィンドウ７０にはすでに登録されている薬
剤が、投薬量の単位、及び製造社名と共に表示される。
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このウィンドウ７０にはさらに新しい薬剤を登録するた
めの「追加」ボタン７１、すでに登録されている薬剤の
編集を行う「編集」ボタン７２、登録されている薬剤を
削除する「削除」ボタン７３、薬剤ウィンドウ７０を閉
じるための「閉じる」ボタン７４が配置されている。
【００９４】新しい薬剤を登録する場合、「追加」ボタ
ン７１を押すと図２０に示す薬剤編集ウィンドウ８０が
開く。この薬剤編集ウィンドウ８０には薬剤を入力する
ための薬剤フィールド８１、該薬剤の投薬量の単位を入
力する単位フィールド８２、該薬剤の製造者を入力する
製造者フィールド８３、検査情報編集画面１６で該薬剤
が選択された時の投薬量のデフォルト量を入力するデフ
ォルト量フィールド８４、該薬剤に関連付ける保険コー
ドを入力するための保険コードフィールド８５が用意さ
れている。
【００９５】この保険コードフィールド８５には関連付
ける保険コードを入力する「リンク追加」ボタン８６、
関連付けられている保険コードを削除する「リンク削
除」ボタン８７が用意されている。薬剤編集ウィンドウ
８０にはさらに入力した内容を保存せずに元に戻すため
の「やり直し」ボタン８８、入力した内容を保存して薬
剤編集ウィンドウ８０を閉じる「ＯK」ボタン８９、入
力した内容を保存しないで薬剤編集ウィンドウ８０を閉
じる「キャンセル」ボタン９０が用意されている。
【００９６】ここで新しい薬剤を登録する場合、薬剤フ
ィールド８１に薬剤品名を入力し、その薬剤品の使用量
の単位、ｃｃ、ｍｇなど、を単位フィールド８２に入力
する。さらに必要に応じて製造社名を製造者フィールド
８３に入力する。
【００９７】また検査情報編集画面１６で該薬剤が選択
された時の投薬量のデフォルト量を定義する必要がある
場合はデフォルト量フィールド８４にデフォルト量を入
力する。デフォルト量を特に定義する必要がない場合は
自動的に０が選択される。
【００９８】登録した薬剤にリンクされる保険コードが
ある場合、保険コードフィールド８５の「リンク追加」
ボタン８６を押すと図１８に示す保険コード選択画面６
０が開く。この「リンク追加」ボタン８６及び保険コー
ド選択画面６０の作用は前述の症状を登録する際の「リ
ンク追加」ボタン５４及び保険コード選択画面６０の作
用と同様である。「リンク削除」ボタン８７の作用も症
状編集ウィンドウ５０の「リンク削除」ボタン５５の作
用と同様である。
【００９９】「やり直し」ボタン８８、「ＯK」ボタン
８９、「キャンセル」ボタン９０の作用は前述の症状を
登録する際の「やり直し」ボタン５６、「ＯK」ボタン
５７、「キャンセル」ボタン５８の作用と同様である。
登録されている薬剤を編集する場合、前述の症状を編集
する作用と同様に、該当する薬剤を選択し、「編集」ボ
タン７２をクリックし、薬剤編集ウィンドウ８０と同様
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のウィンドウを開き、適宜登録内容を編集する。ここで
も「やり直し」ボタン８８、「ＯK」ボタン８９、「キ
ャンセル」ボタン９０の作用は前述の薬剤を登録する際
の作用と同様である。
【０１００】登録されている薬剤を削除する場合、薬剤
ウィンドウ７０に表示された薬剤から該当する薬剤を選
択し、「削除」ボタン７３をクリックすると該当する薬
剤がハードディスク３ｅ上のデータベース２４から削除
される。
【０１０１】次に図２１～２３、および図１８を用いて
定型文を登録する作用について説明する。なお、図２１
は定型文ウィンドウ１００の画面構成を示し、図２２は
定型文編集画面１２０の画面構成を示し、図２３はリン
ク定型文画面１３０の画面構成を示す。
【０１０２】定型文を登録する場合、管理画面で図２１
に示す定型文ウィンドウ１００を開く。定型文ウィンド
ウ１００には、定型文が適用される検査タイプを選択す
る検査タイプフィールド１０１、選択された検査タイプ
に登録されている定型文を表示する定型文リスト１０２
が用意されている。
【０１０３】さらに定型文ウィンドウ１００には、定型
文リスト１０２で選択された定型文にリンクされた保険
コードを表示するリンク保険コードフィールド１０３、
及びリンクされた定型文を表示するリンク定型文リスト
１０４が用意されている。定型文リスト１０２には、定
型文を追加する「追加」ボタン１０５、選択された定型
文を編集する「編集」ボタン１０６、選択された定型文
を削除する「削除」ボタン１０７、選択された定型文の
名称を変更するする「名前の変更」ボタン１０８が用意
されている。
【０１０４】リンク保険コードフィールド１０３には、
選択された定型文に保険コードをリンクさせるための
「リンク追加」ボタン１０９、リンクされた保険コード
のリンクを解除する「リンク削除」ボタン１１０が用意
されている。リンク定型文リスト１０４には、選択され
た定型文に関連する別の定型文をリンクさせるための
「リンク追加」ボタン１１１、リンクされた保険コード
を削除する「リンク削除」ボタン１１２、レポート作成
画面２０で定型文を削除した場合の作用を設定する設定
エリア１１３が用意されている。
【０１０５】新しい定型文を登録する場合、まず検査タ
イプフィールド１０１で該当する検査タイプを選択する
と、定型文リスト１０２に、選択された検査タイプに既
に登録されている定型文の名称が表示される。ここで
「追加」ボタン１０５を押すと図２２に示す定型文編集
画面１２０が開く。
【０１０６】この定型文編集画面１２０には定型文の内
容を編集するためのエディタ１２１、エディタ１２１で
編集した内容を保存して定型文編集画面１２０を閉じる
「ＯK」ボタン１２２、エディタ１２１で編集した内容
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を保存しないで定型文編集画面１２０を閉じる「キャン
セル」ボタン１２３が用意されている。
【０１０７】使用者は任意の文章をエディタ１２１で編
集し、「ＯK」ボタン１２２を押すと、編集した内容が
ハードディスク３ｅ上のデータベース２４に登録され、
定型文の編集が終了する。新たに追加された定型文は定
型文リスト１０２に表示される。「キャンセル」ボタン
１２３が押されると、データベース２４は更新されずに
定型文ウィンドウ１００に戻る。
【０１０８】登録されている定型文の内容を変更する場
合、定型文リスト１０２で該当する定型文を選択して
「編集」ボタン１０６を押し定型文編集画面１２０を開
き、定型文の追加と同様の作用により編集する。「Ｏ
K」ボタン１２２、「キャンセル」ボタン１２３の作用
は新しい定型文の登録の作用と同様である。
【０１０９】登録された定型文を削除する場合、定型文
リスト１０２で該当する定型文を選択して「削除」ボタ
ン１０７を押すと、選択された定型文がデータベース２
４から削除される。登録されている定型文の名称を変更
する場合、定型文リスト１０２で該当する定型文を選択
して「名前の変更」ボタン１０８を押し、名称を変更す
る。
【０１１０】登録された定型文に保険コードをリンクさ
せる場合、定型文リスト１０２で該当する定型文を選択
し、「リンク追加」ボタン１０９を押すと、図１８に示
した保険コード選択画面６０が開く。ここで、前述の症
状に保険コードをリンクさせる作用と同様の作用によ
り、定型文に保険コードをリンクさせる。リンクされた
保険コードを削除する場合は、「リンク削除」ボタン１
１０を押し、選択されていた保険コードをリンクから外
す。
【０１１１】登録された定型文に、既に登録されている
関連した他の定型文をリンクさせる場合、定型文リスト
１０２で該当する定型文を選択して「リンク追加」ボタ
ン１１１を押すと、図２３に示すリンク定型文画面１３
０が開く。リンク定型文画面１３０には分類フィールド
１３１、定型文リスト１３２、「ＯK」ボタン１３３、
「キャンセル」ボタン１３４が用意されている。リンク
定型文画面１３０が開かれた時、分類フィールド１３１
には、定型文リスト１０２で選択された定型文が登録さ
れている検査タイプが自動的に選択されている。
【０１１２】さらに、必要に応じて別の検査タイプを選
択することも可能である。定型文リスト１３２に表示さ
れる、該当する分類に登録された定型文の一つを選択し
て「ＯK」ボタン１３３を押すと、選択された定型文が
データベース２４上で定型文リスト１０２で選択された
定型文にリンクされ、リンク定型文画面１３０が閉じ
る。「ＯK」ボタン１３３を押さずに「キャンセル」ボ
タン１３４を押すと、定型文リスト１０２で選択された
定型文には何もリンクされず、リンク定型文画面１３０
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が閉じる。
【０１１３】また、レポート作成画面２０で他の定型文
が関連付けられた定型文を選択し、後にこの選択を解除
した場合の作用の設定も出来る。定型文ウィンドウ１０
０の設定エリア１１３には、定型文が選択解除された場
合、(１)リンクされた定型文も同様に削除する、(２)リ
ンクされた定型文の削除を確認する、(３)リンクされた
定型文を削除しない、の３つを選択するラジオボタンが
用意されている。
【０１１４】レポート作成画面２０でリンクのある定型
文を選択すると、図１２のフローチャートで説明した様
にリンクされた定型文が自動的に選択される。ここで、
「リンクされた定型文も同様に削除する」を選択した状
態で、このリンクのある定型文を削除すると、リンクに
よって自動的に選択された定型文もレポートから削除さ
れる。
【０１１５】「リンクされた定型文の削除を確認する」
を選択した状態で、このリンクのある定型文を削除する
と、リンクされて自動的に選択された定型文の削除を確
認するメッセージが表示される。ここで使用者が「削
除」を選択すると、リンクによって自動的に選択された
定型文もレポートから削除される。
【０１１６】「削除しない」を選択すると、リンクされ
て自動的に選択された定型文はレポートから削除されず
そのまま残る。「リンクされた定型文を削除しない」を
選択した状態で、このリンクのある定型文を削除する
と、リンクされて自動的に選択された定型文はレポート
から削除されずそのまま残る。
【０１１７】次に図２４～２６を用いて保険コードの登
録の作用を説明する。なお、図２４は保険コード画面１
４０の画面構成を示し、図２５は保険コード標準画面１
５０の画面構成を示し、図２６は保険コード割り当て画
面１６０の画面構成を示す図である。
【０１１８】保険コードを登録する場合、管理画面で図
２４に示す保険コード画面１４０を開く。保険コード画
面１４０には保険コードリスト１４１、保険コードを追
加する「追加」ボタン１４２、選択された保険コードを
編集する「編集」ボタン１４３、選択された保険コード
を削除する「削除」ボタン１４４、保険コード画面１４
０を閉じる「閉じる」ボタン１４５が用意されている。
保険コードを新たに追加する場合、「追加」ボタン１４
２を押し、保険コード、保険点数、及び保険コードの説
明を入力する。この内容はハードディスク３ｅ上のデー
タベース２４に登録される。
【０１１９】登録されている保険コードを編集する場
合、保険コードリスト１４１で該当する保険コードを選
択し「編集」ボタン１４３を押し、保険コードの内容を
適宜編集する。登録されている保険コードを削除する場
合、保険コードリスト１４１で該当する保険コードを選
択し、「削除」ボタン１４４を押すと、選択された保険
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コードがデータベース２４から削除される。
【０１２０】上記の作用により登録された保険コード
は、その保険コードが属する分類により各標準に割り当
てることができる。保険コードを分類する標準を登録す
る場合、管理画面で図２５に示す保険コード標準画面１
５０を開く。
【０１２１】この保険コード標準画面１５０には、標準
が属する検査タイプを表す検査タイプフィールド１５
１、登録された標準が表示される標準リスト１５２、標
準を追加する「追加」ボタン１５３、選択された標準を
編集する「編集」ボタン１５４、選択された標準を削除
する「削除」ボタン１５５、保険コード標準画面１５０
を閉じる「閉じる」ボタン１５６が用意されている。さ
らに保険コード標準画面１５０にはレポート作成時に保
険コードが複数選択された場合の数量の扱いを定義する
選択エリア１５７が用意されている。
【０１２２】検査タイプフィールド１５１で検査を選択
すると、その検査に対して登録された標準が標準リスト
１５２に表示される。ここで標準を新たに追加する場
合、「追加」ボタン１５３を押し、標準名を入力する。
この内容はハードディスク３ｅ上のデータベース２４に
登録される。
【０１２３】登録されている標準名を変更する場合、標
準リスト１５２で該当する標準を選択し「編集」ボタン
１５４を押し、標準名を適宜変更する。登録されている
標準を削除する場合、標準リスト１５２で該当する標準
を選択し、「削除」ボタン１５７を押すと、選択された
標準がデータベース２４から削除される。
【０１２４】選択エリア１５７では、レポート作成時に
保険コードが複数選択された場合の数量の扱いを、(１)
保険点数を自動的に加算する、(２)保険点数を自由に入
力する画面を表示する、(３)加算しない、の３つから選
択する。保険点数を自由に入力する画面を表示する、を
選択した時の作用は前述の通りである。保険コード画面
１４０で登録した保険コードを、保険コード標準画面１
５０で登録した標準に割り当てるためには、管理画面で
図２６に示す保険コード割り当て画面１６０を開く。
【０１２５】この保険コード割り当て画面１６０には、
割り当てる保険コードが属する検査タイプを表す検査タ
イプフィールド１６１、割り当てる保険コードが属する
標準を入力する標準フィールド１６２、割り当てられた
保険コードを表示する保険コードリスト１６３、割り当
てる標準を追加する「追加」ボタン１６４、割り当てら
れた標準を編集する「編集」ボタン１６５、割り当てら
れた標準を削除する「削除」ボタン１６６、保険コード
割り当て画面１６０を閉じる「閉じる」ボタン１６７が
用意されている。
【０１２６】ここでまず検査タイプフィールドで割り当
てる保険コードが属する検査タイプを選択し、続いてこ
の検査タイプで登録されていて、割り当てる保険コード
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が属する標準を標準フィールド１６２で選択すると、選
択された標準にすでに割り当てられている保険コードが
保険コードリスト１６３に表示される。選択された標準
に新たな保険コードを追加する場合、「追加」ボタン１
６４をクリックし、前述の作用で登録された保険コード
を選択すると、選択された保険コードが該当する標準に
属するようにデータベース２４で関連付けられる。
【０１２７】登録されている保険コードの保険点数を変
更する場合「編集」ボタン１６５をクリックし、数量を
適宜変更する。登録された保険コードを削除する場合、
保険コードリスト１６３で該当する標準を選択し、「削
除」ボタン１６６を押すと、選択された保険コードがデ
ータベース２４での関連付けが解除される。この保険コ
ードは選択された標準との関連付けは解除されるが、保
険コードの情報自体はデータベース２４に残る。
【０１２８】以上説明したように本実施の形態によれ
ば、画像ファイル装置３の管理画面において管理者等が
検査情報である症状、投与薬剤と保険コードの関連付
け、検査レポートに使用する定型文と他の定型文、そし
て定型文と保険コードの関連付けを定義して、その関連
付け情報をハードディスク内に構築されているデータベ
ース２４に保存することにより、保険点数（コード）の
計算、内視鏡レポートの作成の効率良く行うことができ
る。
【０１２９】［付記］
１．内視鏡レポートを作成する際、複数のレポート作成
用定型文から該当する定型文を選択するステップと、選
択された定型文に関連した文があるか判断するステップ
と、あった時には自動的に前記関連した定型文を付加す
ることを特徴とする内視鏡レポート作成システム。
２．付記１記載の内視鏡レポート作成システムにおい
て、レポート作成用定型文を選択する際、選択されたレ
ポート作成用定型文に関連する保険コードを自動的に付
加することを特徴とする内視鏡レポート作成システム。
【０１３０】３．内視鏡検査を管理するシステムにおい
て、検査前に患者の症状を入力するステップと症状によ
り、関連する保険コードを自動入力するステップと使用
する薬剤を入力ステップと、薬剤に関連する保険コード
を自動入力するステップで構成される内視鏡検査管理シ
ステム。
４．付記１の内視鏡レポート作成システムにおいて、付
記３の内視鏡検査管理システムから得られる各種情報を
自動的に入力することを特徴とする内視鏡レポートシス
テム。
【０１３１】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、内
視鏡検査をする際の患者情報を入力する患者情報入力処
理手段と、予め複数の医療情報を登録したデータベース
より、前記患者情報に該当する医療情報を選択する医療
情報選択処理手段と、前記医療情報選択処理手段の選択
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結果に基づき、選択された前記医療情報に予め関連付け
られた保険コード情報を選択し、前記患者情報入力処理
手段で入力された患者情報に関連付けて登録する保険コ
ード登録処理手段と、を具備しているので、前記医療情
報に保険コード情報を関連付けたデータベースを構築で
き、医療情報に関連する保険コード情報の入力等を効率
良く行うことができる。また、前記医療情報選択処理手
段の選択結果に基づき、選択された前記医療情報に予め
関連付けられたテキストデータを選択し、前記保険コー
ド登録処理手段で登録された保険コード情報を付与して
検査レポートデータを作成するレポートデータ作成処理
手段を備えているので、検査レポートデータの作成が円
滑かつ容易にできる。
【０１３２】また、内視鏡検査をする際の患者情報を入
力する患者情報入力ステップと、予め登録された複数の
医療情報より、前記患者情報に該当する前記医療情報を
選択する医療情報選択ステップと、前記医療情報選択ス
テップの選択結果に基づき、選択された前記医療情報に
予め関連付けられた保険コードを選択し、前記患者情報
入力ステップで入力された患者情報に関連付けて登録す
る保険コード登録ステップと、具備したことにより、前
記医療情報に保険コード情報を関連付けたデータベース
を構築でき、医療情報に関連する保険コード情報の入力
等を効率良く行うことができる。また、前記医療情報選
択ステップの選択結果に基づき、選択された前記医療情
報に予め関連付けられたテキストデータを選択し、前記
保険コード登録ステップで登録された保険コード情報を
付与して検査レポートデータを作成するレポートデータ
作成ステップを備えているので、検査レポートデータの
作成が円滑かつ容易にできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】内視鏡画像ファイリングシステムの構成を示す
構成図。
【図２】図１の内視鏡システムの構成を示す構成図。
【図３】図１の画像ファイル装置の構成を示す構成図。
【図４】図３の画像ファイル装置の画面構成の概要を説
明する説明図。
【図５】図３の画像ファイル装置の操作の全体の流れの
一例を説明するフローチャート図。
【図６】画像ファイル装置による内視鏡検査予約画面を
示す図。
【図７】画像ファイル装置による内視鏡検査予約の流れ
を説明するフローチャート図。
【図８】図７と共に画像ファイル装置による内視鏡検査
予約の流れを説明するフローチャート図。
【図９】内視鏡検査予約において、患者の症状、前処置
に使用した薬剤にリンクした保険コードの編集画面を示
す図。
【図１０】保険コードの保険点数入力画面を示す図。
【図１１】内視鏡画像ファイリングシステムによる検査
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実行の流れを説明するフローチャート図。
【図１２】レポート作成に用いる定型文の選択画面を示
す図。
【図１３】画像ファイル装置による内視鏡検査レポート
作成の流れを説明するフローチャート図。
【図１４】図１３と共に画像ファイル装置による内視鏡
検査レポート作成の流れを説明するフローチャート図。
【図１５】作成された内視鏡検査レポートを示す図。
【図１６】症状ウィンドウの画面構成を示す図。
【図１７】症状編集ウィンドウの画面構成を示す図。
【図１８】保険コード選択画面の画面構成を示す図。
【図１９】薬剤ウィンドウの画面構成を示す図。
【図２０】薬剤編集ウィンドウの画面構成を示す図。
【図２１】定型文ウィンドウの画面構成を示す図。
【図２２】定型文編集画面の画面構成を示す図。
【図２３】リンク定型文画面の画面構成を示す図。
【図２４】保険コード画面の画面構成を示す図。
【図２５】保険コード標準画面の画面構成を示す図。
【図２６】保険コード割り当て画面の画面構成を示す
図。
【符号の説明】
１…内視鏡画像ファイリングシステム
２…内視鏡システム
３…画像ファイル装置
３ｅ…ハードディスク
４…内視鏡
５…ビデオプロセッサ
６…光源装置
７、９…モニタ
８、１０…キーボード
１１…マウス
１２…ログイン画面
１３…スケジュール一覧画面
１４…患者一覧画面
１５…患者情報編集画面
１６…検査情報編集画面
１７…医事会計情報編集画面
１９…画像選択画面
２０、２１、２２…レポート作成画面
２４…データベース
３１…内視鏡検査レポート
４０…症状ウィンドウ
５０…症状編集ウィンドウ
６０…保険コード選択画面
７０…薬剤ウィンドウ
８０…薬剤編集ウィンドウ
１００…定型分ウィンドウ
１２０…定型分編集画面
１３０…リンク定型文画面
１４０…保険コード画面
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１５０…保険コード標準画面 *
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*１６０…保険コード割り当て画面
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